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自己紹介

井上 岳一 （いのうえ たけかず）

創発戦略センター シニアマネジャー

電話：０９０－５５０８－２８３７

E-mail： inoue.takekazu@jri.co.jp

• 1969年神奈川県生まれ

• 東京大学農学部、Yale大学大学院卒業（経済学修士）

• 林野庁、Cassina IXCを経て、2003年より現職。ブランド戦略、
デザイン戦略を中心に企業・自治体のコンサルティングに従事。

• 2010年に創発戦略センターへ移り、「森のように多様で持続可

能な社会システムのデザイン」をミッションに、官民双方の水先
案内人として、インキュベーション活動に従事。

• 現在の注力テーマは、次世代交通とローカルDXによる公共リノ
ベーション
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2018年11月〝世界初〟のMaaS本を共著出版
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MaaSとは何か
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出所： 『MaaS』井上岳一他、日経BP社、2018年 P.21

• 既存の交通サービスとカーシェア
や配車サービスなどの新しい交通
サービスを統合し、一つのスマート
フォンのアプリを通してルート検索、
予約、決済機能のアクセスできる
仕組み。

• 利用者は、移動のニーズに応じて
最適な交通サービスの組み合わ
せを選択し、ドア・ツー・ドアでシー
ムレスに、かつリーズナブルに移動
できるようになる。

• マイカーと同等以上に魅力的なモ
ビリティサービスを提供することで、
持続可能な社会を築こうとする新
しい価値観やライフスタイルを創出
する概念。
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〝モビリティのサブスクリプション〟がMaaSブレイクのきっかけ

4

出所：MaaS Global 
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MaaSの効果

 MaaS Globalのアプリ〝Whim〟を利用するヘルシンキ市民は、マイカー利用を半
減させ、公共交通とタクシーの利用が増えた。
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出所： 『MaaS』井上岳一他、日経BP社、2018年 P.29

人々はより公共交通を使うようになる
人々はよりマルチモーダルになる
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世界的な都市化・高齢化の進行がMaaSへのシフトを促している
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出所：UN”World Urbanization Prpspects 2018”

都市の効率化
↓

Urban MaaS

地方・郊外の
移動手段確保

↓

Rural MaaS

ポスト
マイカー社会

都市居住率（世界）

• 1980年 39％
• 2000年 47％
• 2020年 56％
• 2030年 60％
• 2050年 68％

 都市と地方の両方でマイカー社会が機能不全を起こした結果、ポストマイカー社会の
構築が必要になっている。MaaSはその現実解として注目が集まっている。
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MaaSの本質

Mobility as a Service
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M： Mobilityが意味するもの

Mobility： 需要家目線

⇅

Transport： 供給者目線
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M： 需要サイドと供給サイドを架橋するのがMaaS
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出所： 『MaaS』井上岳一他、日経BP社、2018年 P.40
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aaS： マイカーを不要にする付加価値サービスの提案がMaaSの本意

 マイカーがなくともマイカーを持つのと同等以上の利便性が確保できるサービス

＝マイカー以上の付加価値提案がMaaSの本質

10

出所：MaaS Global 
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2018年が日本の〝MaaS元年〟⇒「未来投資戦略」でもMaaSに言及
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出所：「未来投資戦略2018（概要版）」（平成30年6月15日閣議決定）

まちづくりと公共交通の連
携を推進しつつ、自動走
行など新技術の活用、ま
ちづくりと連携した効率的
な輸送手段、買物支援・
見守りサービス、MaaS

（Mobility as a Service）など
の施策連携により、利用
者ニーズに即した新しい
モビリティサービスのモデ
ル都市、地域をつくる。
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「データ基盤、新サービス、MaaSオペレーション、結節点」が当面の力点
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出所：「未来投資会議（第28回）」（2019.6.5）配付資料
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2019年、国交省と経産省が、MaaS導入促進支援を開始
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出所：経済産業省「スマートモビリティチャレンジ、始動」（2019.6.18）
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MaaSの、〝その先〟はどこか？
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二つのアプローチが存在

Vehicle-Centered

⇅

People-Centered
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Vehicle-Centered：〝点〟や〝線〟の充実は民間の得意なところ
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出所： Mellow 出所： とくし丸

出所： ヤドカリ
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出所：Helsinki City Plan Vision 2050, City of Helsinki (2013)

People-Centered：〝面〟での最適化をするのは誰か？
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ものづくり（点・線）とまちづくり（面）の統合が日本版MaaSの向かうべき道

Vehicle-Centered ⇒ ものづくりの力を生かせる

⇅

People-Centered ⇒ まちづくりの力が問われる
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Beyond MaaS
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忘れてはいけないこと： 誰のためのMobilityか？
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出所：Honda
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もっとも大切なこと

大衆にどれだけ寄り添えるか
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日本総研は、神戸市北区で〝ローカルMaaS〟のモデル開発に注力中
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まちなか自動移動


